
令和７年12月号
雲をよぶ 日本一の楠のもと

明るく 強く 正しく 清く
鹿児島県姶良市立蒲生小学校
鹿児島県姶良市蒲生町上久徳2252

TEL 0995-52-0009

○（マル）出し文化へ

左イラストの塀越しに野球観戦をしている親子の絵は
「Ｅｑｕａｌｉｔｙ（平等性）」「Ｅｑｕｉｔｙ（公正性）」
を表現されたものとして，さまざまなところで引用され
ています。「平等」と「公正」は一体どう違うのでしょ
うか。もしも社会の中で「不平等だ！」「ずるい！」な
どという言葉に出会ったときは，この絵を思い出してみ
ましょう。真実を知ることのヒントになるような気がし
ます。「誰にとっても平等である」ことと「誰にとって
も公正である」ことの違いを端的に表しています。
学校とは，もともと多様な個性のある子どもたちが，

さまざまな考え方・意見を持ち，集まっているところで
す。

運動会のリレーに向けて，バトンパスの練習や走順の入れ替えなど，友達と話し合いを重ねている光
景を見ました。また，遊びの中でも，その遊びを楽しむためのルールを変更するなど，意見をぶつけ合
っている光景も見たことがあります。高学年が行った運動会の鼓笛の練習，それぞれのパート（楽器）
で友達同士教え合いながら，技術の向上に努めている場面もありました。
こうした経験ができることこそが，仲間で取り組む意味や意義の一つです。そして，一番よいのは，

この絵でいうならば，野球を観戦するのにじゃまな塀を無くす方向に皆が力を合わせてもっていくこと
です。塀が木製ではなく，マウンドがよく見えるフェンスや透明な強化プラスティックになれば，誰に
とってもメリットのあるものになるでしょう。
では，それを実現するために何をどうするのがよいのでしょうか。お互いの意見を一致させるために

は，学級全体で考え，ものの見方や考え方を変える必要があります。既存のものにとらわれることなく，
学校の文化・授業・学級などを，×（ダメ）出し文化から，○（マル）出し文化にもっと変えていかな
ければならないと思います。
そして，未来に向かって連鎖する多くのことが◎になるために，過去や現在を簡単に否定するだけで

なく，どうしたらできるのか，今自分たちは何をどうすればよいのかをしっかり考えて行動することが
重要です。もちろん「不易（ふえき）と流行（りゅうこう）」の不易の部分にも，決して忘れてならな
いものがあることも十分理解しながら・・・。
今年も，保護者の方々はもちろん，地域の方々には大変お世話になりました。多くの方

々の御協力があってこその蒲生小学校です。来年もよろしくお願いいたします。
（校長 馬場修身）

１ 月 の 主 な 行 事 予 定

８ 木 ３学期始業式
１０ 土 土曜授業日、昔遊び（１年）
１３ 火 風の子読書旬間（～１/28）

鹿児島学力・学習状況調査（５年）
１４ 水 鹿児島学力・学習状況調査（５年）
１５ 木 授業参観（下学年５校時、上学年６校時）
１９ 月 俳句巡回展（～１/24）
２１ 水 あいあい号
２２ 木 ＰＴＡ四役会
２３ 金 蒲生中入学説明会（午後）
２９ 木 新１年生体験入学・保護者入学説明会
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南九州市かわなべ青の俳句大会の結果が発表されました。本校から特選６名、入選14名、合計20名の児

童が入賞し、1６年連続の学校賞受賞となりました。本校の俳句の特徴は、１年間の歳時記を駆使した作品

が多いことです。これは、毎月の俳句タイムや俳句ノートに書き溜めた結果だと考えます。さらに、16年も

の長い受賞を続けられてきたのは、教児共に俳句に親しむ雰囲気や環境、地域の方々の支えがあったからで

す。児童の指導だけでなく、教職員の俳句指導について、懇切丁寧に御助言くださる山下義照先生、いつも

豊かな体験活動を支えてくださる地域の方々の御尽力に厚く御礼申し上げます。

11月28日（金）に３年生の森林体験学習があり
ました。学習にあたっては、蒲生郷おかべ会の皆
様に御協力をいた
だきました。内容
は、森林のしくみ
や木工活動等を通
して、自然を満喫
した体験ができま
した。御協力いた
だいた関係者の皆
様に厚く御礼申し上げます。

12月13日（土）、校内持久走大会がありました。
子供たちは、これまでに体育などで練習を重ねてき
ました。当日は、練習
の成果を一人一人が出
せたと思います。早朝
から御協力をいただい
た保体部の皆様、心温
まる御声援をいただい
た御来場の皆様に御礼申し上げます。

敬称略
第35回読書感想文コンクール
入選 ６年 ○○○○
かごしま弁漫画・イラストコンテスト
県知事賞３年 ○○○○
会長賞 ３年 ○○○○
会長賞 ４年 ○○○○
会長賞 ６年 ○○○○
会長賞 ４年 ○○○○
会長賞 ３年 ○○○○

11月26日（水）から１
泊２日、６年生の修学旅行
がありました。熊本城、熊
本市内自主研修、ホテル、
グリーンランド等で思い切
り活動することができまし
た。友情を深めたり、集団
行動を学んだりすることも
でき、よい思い出となりました。
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お知らせ

12月１日（月）から○○○○教諭が着任しまし
た。主に３年生以上の外国語、５・６年生の家庭科
を指導します。どうぞよろしくお願いします。


